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 本研究では，微小押込み法による極薄板材の機械的特性評価法の確立を目的として，無酸素銅
C1020極薄板材を供試材として微小押込み法について検討を行い，微小押込み法により得られた
極薄板材のヤング率及び硬さに及ぼす圧子先端の補正方法や試験片板厚などの影響について調
査，また有限要素解析による検討を行い以下の知見を得た． 
 
1.  微小押込み試験より求めた，C1020 バルク材のヤング率，押込み硬さは押込み荷重によら
ずにほぼ一定の値を得ることができた．極薄板材においては C1020-t10以外のヤング率は全
荷重域でほぼ一定の値となった．しかし特に板厚の小さい C1020-t10のヤング率は全域で押
込み荷重の増加と共に低下する傾向が見られた．また押込み硬さも同様に全荷重域でほぼ一
定の値となったが，C1020-t10 は低荷重域において一定であるが，それを超えると低下する
傾向が見られた． 
 
2.  微小押込み試験の有限要素解析を行い極薄板材板厚が押込み深さに与える影響について検
討を行った．その結果一定の押込み深さを超えて押込みを行うと背面の影響を受け，押込み
深さが増大するという，実験と同等の現象を確認できた．また押込みが接着層の影響を受け
ているとき，接着層の垂直ひずみに分布が発生していることが分かった． 
 
3. 解析結果の荷重変位線図からヤング率，押込み硬さを求めた．その結果押込み硬さは実験値
と比較的近い値，傾向を得ることができた．しかし，ヤング率は実験値に比べ 25%～60%と
小さな値となり，押込み荷重が増加するにしたがって低下していく傾向が見られた．接着層は
ヤング率が低いため比較的変形量が大きく，大きな荷重における押込みの場合に完全弾性体と
みなすことは問題があると考えられる．また，今回銅板に与えた応力ひずみ関係は単軸引張試
験によるものであるが，実際の押込みで銅にかかる力は主に三軸静水圧状態の圧縮応力とな
る．そのため銅板の応力ひずみ関係，降伏応力などの再検討が必要と考えられる． 
 
 
